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令和 6 年度 立川市西砂学習館運営協議会会議録（第 6 回） 
 

日 時：令和 6年 10 月 15 日（火）午後 6時 00分～午後 8時 15分  （敬称略） 

出 席：大𣘺 加藤 広瀬 内金﨑 小笠原 長谷川 杉之原 岩元 能村  

欠 席：小林 森 

傍 聴：なし 

事務局：高野 俣本 

 

１．あいさつ 

大𣘺： 夏日が続いている。人権擁護委員として中学生の人権作文を読む機会がある。第 43

回になる。同じく立川市中学生の主張大会がある。これは立川市青少年問題協議会が

主催で市内に浸透している。各学校へは相当数の依頼がくるとのこと。七中は毎年協

力してくれている。中学生という多感な時期に、人権について考える時間を持つこと

に意義がある活動と思っている。中学生の作文を読んでいて涙がでることもある。 

広瀬：作文に認知症については出てくるか。 

大𣘺：若干は出てくる。最近はジェンダーについてでてきている。それまではいじめや虐待

について多かった。 

 

２．地域活性化講座について 

（１）「ウィンターイベント」の進捗状況について 

実施日：12 月 27 日（金） 

  内 容：◎モルック、西砂地区体育会の内諾済  

◎書道 

      松中小学校；「書初め」用教材を発注 

      西砂小学校；特に取り上げていない 

高野：会場は視聴覚室、第一実習室、第一教室を確保。書初めについて各小学校に確認した

ところ、松中小は教材の発注はしていて、西砂小は昨年同様取り上げていないとのこと。

プログラム、申し込み、定員について確認したい。昼食のお米はガニガラ田んぼからの

寄附が 10キロ残っている。前回のサマーイベントの執行残もある。 

大𣘺：午前のプログラムは書初めプラスαを盛り込むか、書初めだけにするか。午後はモル

ックだけでいっぱいになるのではとのこと。西砂小では書初めの宿題は無いとのこと

だが、大切な日本の伝統文化を子どもに味わってほしい。地域の人にお手伝いに入って

もらえたら良い。 

広瀬：午前のプログラムは書初めだけで良いと思う。 

能村：西砂川地区町民大運動会で斎藤会長とウィンターイベントのモルックについて話し

た。詳細が決まり次第お伝えする。 

加藤：昨年度は 2つの書道サークルにお手伝い頂いた。 
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大𣘺：2つのサークルにお声がけするか、1つのサークルにお声がけするか。 

広瀬：どちらかが良い。 

岩元：定員にもよるのではないか。 

大𣘺：1つのサークルに絞ると、もう 1つのサークルに今後お声がけしなくなってしまう感

じがしてしまう。広く地域の方が関わることが大事だと思うので難しい。今回は近い

西砂書道愛好会へお声掛けする。5人位当日来て頂ければもう 1つのサークルへはお

声がけしない。定員は昼食のことも考慮して 20人。できるだけ集まってほしい。 

高野：申込方法は logo フォームで良いか。早めにチラシを配布したい。 

大𣘺：チラシは 12月 3日をめどに配布する。 

広瀬：申込はファックスや電話での対応はできないのか。 

内金崎：30 から 40 代の保護者世代はスマホを持っていない方がいない。基本的に logo ロ

ゴフォームで問題無い。たまに直接来る方もいるのでその都度対応で良いかと思う。 

能村：参加者の学年はどうするか。 

大𣘺：書初めなので 3年生以上ではどうか。 

内金崎：持ち物にお手本となっている。 

高野：お手本は無しにする。半紙は学習館で用意する。何を書くかはサークルに任せる。 

 

（２）おやこ塾 

実施日：3月頃 

  内 容：防災食について 

      講座対象者の確認。過去は自治会防災担当者のみ対象 

高野：おやこ塾の内容は防災食だが、地域の防災担当者向けに開催していた防災講座とは別

になるのか。会場は西砂児童館での開催か。 

小笠原：今年度中の西砂児童館での実施は可能。 

大𣘺：前回の会議では西砂学習館の調理室という話もでていた。おやこ塾と地域防災講座を

合わせた内容にするか、地域防災講座は別で考えるか。 

広瀬：防災担当者向けは何回か実施している。毎年やることではないのでは。 

加藤：地域防災講座は自治会の防災担当者に来てもらうのが良いと、広報には掲載せず自治

会に直接依頼していた。自治会の防災担当者同士、交流するのが良いと進めていた。

おやこ塾の防災食と立川災害ボランティアネットとの防災講座は、たまたま防災食

は一緒だが流れは違う。地域防災講座は別で考えた方が良い。 

大𣘺：おやこ塾の防災食講座は児童館の設備でできるか。 

小笠原：災害時、何も無い中で起こったらどうするかを考えていきたい。 

大𣘺：親子で何か防災に関しての学びができるか。 

加藤：地域防災講座は立川災害ボランティアネットに連絡すると良い。 

大𣘺：松中団地の通りに新しいベンチが置かれている。かまどベンチで無かった。 
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杉之原：松中団地に炊き出し用の大きな窯が 2つある。ベンチは東京都が行っていることで

分からない。 

大𣘺：おやこ塾の防災食、地域防災講座は立川災害ボランティアネットに依頼する。中高生

の避難所運営について情報があれば学習したい。どこかで取り組みがあるかと思う。 

 

（３）地域防災関係 

実施日：令和７年  月  日 

  内 容：防災食  （2）で「おやこ塾」で取り上げると重複。 

 

 ◇ 各学校関連の主な予定（10 月、11月（2学期）予定 変更の可能性があります） 

 西砂小学校 松中小学校 立川第七中学校 

日光移動教室・修学旅行 ～10/1（火）  10/7（月）～ 

八ヶ岳自然教室  ～10/2（水）～  

安全指導 10/8（火） 10/3（火） 10/21（月） 

安全指導 11/5（火） 11/14（火） 11/26（火） 

公開授業 11/16（土） 11/2（土）  

開校記念日 10/25（金） 10/27（日）  

運動会 10/26（土）   

合唱コンクール   10/29（火） 

 

※松中小学校は令和 6年度、中規模改修工事の予定。 

 

（その他） 

参考として、第 7 期地域学習館運営協議会報告書より西砂学習館の地域活性化講座への反

映・活用について（別紙参照） 

高野：別紙参照。各学習館の特徴になるものをピックアップした。 

大𣘺：エリアの特性、特色を生かした内容になっていると思う。今後西砂学習館でどんな講

座が地域活性化講座として組み立てられるだろうかと思っている。上砂、砂川、一番

町エリアは工業地域。 

岩元：何をすると地域の活性化になるのか結びつかない。今年度の工業会の職場体験先は 4

社。まだまだ体験場所が足りない。 

長谷川：松中小の地域探検は 2年生。普段見慣れたお店に寄らせて頂いている。 

岩元：畑、養鶏場がこの地域はある。 
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大𣘺：高校と連携して講座を考えられるか。 

小笠原：利用者が実際に高校生。 

大𣘺：学習館も高校生がいる。来た子どもに声がけし繋がっていけるか。 

広瀬：一緒にできると良い。第 7期の報告書に工業会の事が載ってないのがもったいない。 

岩元：多文化共生の講座も考えていけると良い。 

 

３．報告及び連絡事項 

（１）前回の議事内容の確認（議事録） 

大𣘺：何かあれば事務局まで。 

 

（２）各委員から報告及び連絡事項 

加藤： 来年度に向けての講座や講演会の提案がでている。講演会は今のところ 4つで調整

中。ジョージア、立川の映画、立川に越して来た元ＮＨＫアナウンサー村田幸子さん、

ドーバーばばぁを検討している。財政を考える会では学校の井戸の活用について進

めている。 

広瀬：一番傾聴クラブでは老人施設に訪問ボランティアを行っている。やっと傾聴の良さを

分かってもらえてきている。人と話をすることが大切と注目されている。 

内金崎：2 枚チラシを配布。10 月 26 日第 20 回地域福祉市民フォーラム。毎年実施してい

る。10 月 19 日西砂幸せ食堂。男の料理教室のメンバーで活動。誰が来ても良い。 

小笠原：来年度中規模改修工事が決定。現在設計に入っている。今月中に決まる予定だが学

童の移転先は未定。来年度の運営計画が立てられない状況。10月 27 日ハロウィンイ

ベント。12 月は市内対抗ドッヂボール大会。子ども達は練習に励んでいる。 

長谷川：11 月 3 日中学生の主張大会で 9 月に作品を読み選出した。七中の保護者がたくさ

んお手伝いに来てくれておかげで読み終わるのが早かった。西砂川地区町民大運動

会にお手伝いで参加。天気が良く楽しかった。張り切ってお手伝いした。今後は、1

月の賀詞交歓会を予定。賀詞交換会の幹事は当番制になっているが見直しの意見が

出ている。 

杉之原：西砂川地区文化会は特になし。松中小の学校運営協議会委員。学校の長期休み時に

学校で育てているモルモットを預かっていた。そのモルモットが先日亡くなり千葉

県まで納骨へ行った。 

大𣘺：学校で育てている動物を預かってくれていたとのこと。学校としては長期休み中に地

域に預かってくれる方がいることがとても大事で助かっている。 

岩元：生涯学習審議会では第 6 次計画の進捗の評価を行っていると同時に第 7 次計画の検

討を行っている。市全体がＤＸ化し環境が変わっている。第 7次も時代に沿った計画

になると良い。保護司会では 10 月 16 日から 18日まで市役所市民プラザで啓発の展

示会を行う。地域学校コーディネーターは 12 月 17 日七中でヤングケアラーの講座

があり 3年生と一緒にお話を聞く。コーラス槐では初めて女性 3部合唱に挑戦中。 

能村：講座ガイドきらり・たちかわ冬号の編集中。テーマは病気や障がいがある方の働く場

について。キッチン栄、立川福祉作業所を取材した。裏面の図書館巡りは高松図書館。

9月企画運営委員会。文化協会で立川市民歌を取り上げて頂き合唱祭で歌ってくれる
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ことになった。 

広瀬：立川市の合唱祭がありそこで正式に市民歌を歌った。反響が良く積極的に歌っていこ

うという方針になった。市公認になると良い。能村委員のおかげ。 

俣本：11月 16 日西砂学習館みんなのコンサート「箏と尺八の和楽器三重奏」がある。 

高野：西砂学習館では 10月 18 日、19 日期日前投票の会場になる。6サークルに部屋の変更

の協力をして頂いた。本選挙は 10月 27 日。来年、施設予約システムが新しくなる。

10 月 13 日立川よいと祭りがあり西砂お囃子、殿ヶ谷お囃子を見た。 

 

（３）その他 

〇地域コーディネーター第２回交流会 

    12 月で調整中 候補日：いずれも開催午後 6時予定 

①12/3（火）②12/4（水）③12/5（木）④12/6（金）⑤12/12（木） 

   ・12 月の立川第七中学校で開催予定の講演会（12/17 予定）について 

・近況報告及び、情報・意見交換、他 

 

○第 45 回西砂学習館まつり準備会 

*11 月 27 日（水）午後 1時 30分 視聴覚室   

 ○申込書（仮）について 

 

４．その他 

※次回開催；次回は、11月 19 日（火）18：00 から 

 

＜配布資料＞ 

〈資料１〉第 5回会議概要 

〈資料２〉「西砂ウィンターイベント」資料 

〈資料３〉第 7期地域学習館運営協議会報告書抜粋資料 

〈資料４〉第 45回西砂学習館まつり申込書（仮） 


